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（論文審査の要旨） 
 





7 週齢の Wistar 系雄性ラットを使用し、Control（Con）群，Control + TENS（TENS）
群，アジュバント関節炎（AA）群，AA + TENS （AAT）群の 4 群に分けた。関節炎
は足底に完全フロイントアジュバント 0.1ml を皮下投与して誘発した。Con 群およ
び TENS 群には同部位に生食を投与した。TENS（4Hz，30 分）は週 3 回，14 日間実
施し、その間、機械的刺激及び熱刺激に対する逃避閾値を測定した。 
その結果、逃避閾値は AA 群では Con 群と比較し有意に低下し、AAT 群ではその低
下が有意に抑制された。また、μオピオイド受容体拮抗薬ナロキソン（3mg/kg）の
前投与は TENS の鎮痛作用を有意に減弱させた。AA 群の脊髄後角ではμオピオイド
受容体の発現が有意に増加したが、TENS によってその増加が有意に抑制された。 
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